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中学生として初の運動会。全力で走ったリレーと全力の

笑顔で踊ったジャンボリミッキー。一年生のパワーの大き

さを感じた運動会となりました。また、感想文では「先輩

の姿がかっこよかった。」と書いている生徒が多くおり、浅

草中学校の伝統を引き継いでくれると信じています。 

 また、東京人権擁護委員協議会台東地区委員会の方をお

招きし、人権教室を行いました。特にインターネットにお

ける人権問題について学びました。インターネット、SNS

が身近にある今、人権意識を高くもち生活し、SNSと上手

く付き合ってほしいと思います。 

 

 

 

 中学生になり 2 回目の運動会。昨年と違い、今年は 1

年生のお手本になれているかを考えた練習と本番になり

ました。自分らの姿が常に見られている雰囲気は、2年生

に緊張感を与え、先輩としてあるべき姿を行動に移せた

運動会になりました。そして、2年生の儀式的行事として

立志式の練習がはじまりました。各々が将来を考え、理想

を本番では立派に発表してくれるものと信じています。

大人に 1 歩近づいた姿を見せてくれるはずです。 

 中学校最後の運動会が終了しました。結果は様々でし

たが、閉会式での３年生の達成感に満ちた表情が印象的

でした。勝ち負けよりも大事なものをそれぞれが感じて

くれていたのだと思います。さて、いよいよ進路に向け

てラストスパートをかける時期となりました。休み時間

や昼休みなどのすき間時間を活用しながら、学習する姿

が見えるようになりました。また、友人にわからないと

ころを教えてもらったりする姿も大変印象的です。この

意欲を維持したままそれぞれの目標に向けて頑張っても

らいたいと思います。 
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年齢を重ねると、教え子や自分の子くらい年齢が離れて

いる方とお仕事をする機会があります。そんな時、若者は

「今の時代は…」といい、反対に先輩は「私の時代は…」

といい、全く折り合いが付かないことが多々あります。 

現行の学習指導要領が全面実施となり早３年目となりま

した。「主体的、対話的で深い学び」の授業改善が必要と

され、日々の授業では、「対話」を取り入れた授業は実施

されています。先の通り互いの主張だけを述べるだけで

は、対話というより討論。対話では、分かり合おうとする

歩み寄りの姿勢が必要です。 

小学校で担任をしていた時、思いやりのあり方として、

算数の四則演算に重ね、思いやり算として子供たちに伝え

ていました。「＋」は「たすけあう」。「－」は「ひきうけ

る」。「×」は「こえをかける」。「÷」は「わけあう」自分

の心を澄まし、相手の声に耳を澄ます。そして、相手を思

いやることで、価値的な対話が進んで行きます。 
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運動会の A組の生徒は、各学年の交流学級とともに全種

目に参加できました。学校として初めての試みでしたが、

体育科・学年主任の先生方にご協力をいただきました。学

年練習を重ねていくうちに、生徒同士の関わりが増えてい

きました。行事を通して互いを認め合いながら、学級や学

年が団結する姿を A組の生徒も体験することができまし

た。今後も自然な形で「共に学び、共に高め合う」浅草中

ならではの活動を多く実践していきます。 
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来月 12 月 10 日は世界人権デーです。 

学校が人権教育で大切にしていることは、生徒たちの「人権感覚」（人権

が守られていることを感知し、これを望ましいと感じ、反対に人権が侵害

されている状態を感知し、これを許せないとする感覚）を磨き、「人権意識」

（人権が大事にされていることを肯定し、逆に侵害されていることの問題

性を認識して、人権侵害を解決せずにはいられないとする意識）を高める

ことにあります。 

学校での人権教育の取組は、あらゆる教育活動において実施しています。

11 月には、人権擁護委員の方や弁護士の方から、ＳＮＳの活用の仕方を中

心に講義をしていただきました。ＳＮＳはたいへん便利なものではありま

すが、使い方を間違えると他者や自分自身を傷つけてしまうことに改めて

気付かされました。 

生徒たちには、他者の人権を侵害するような行動をしないことはもちろ

んのこと、「それはやってはいけない」と毅然と言える人になってもらいた

いと願っています。 

学校だけではなく、すべての大人が子供たちの人権を守り、人権を大切

にするモデルとなることが必要です。ご家庭でもこの機会に人権について

お子さんと一緒に考えてみてください。よろしくお願いいたします。 

 

１学年 

優勝   １年４組    

準優勝 １年３組 

 

２学年 

優勝   ２年３組    

準優勝 ２年４組  

３学年 

優勝   ３年４組 

準優勝 ３年１組 

 
１学年種目 

１位 ３組 ４組 

１年全級リレー 

１位 ４組 

２学年種目 

１位 ３組  

２年全級リレー 

１位 ３組 

３学年種目 

１位 ４組  

３年全級リレー 

１位 １組 

１２月の浅中しぐさ 


